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甲
府
市
へ
の
建
議
書
に
対
す
る
回
答

　
農
業
委
員
会
が
平
成
28
年
度

の
甲
府
市
農
業
施
策
に
対
し
、

行
っ
た
建
議
書
（
平
成
27
年
10

月
14
日
）
提
出
に
対
す
る
市
の

回
答
（
平
成
28
年
5
月
30
日
）

で
す
。（
概
要
）

一
、
担
い
手
育
成
支
援

⑴ 

就
農
者
確
保
へ
の
情
報
の
共

有
化
及
び
提
供
に
つ
い
て

　・
甲
府
地
域
再
生
協
議
会
等
を

通
じ
て
、
関
係
機
関
と
と
も
に

協
議
す
る
支
援
窓
口
を
設
け
て
、

情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

⑵ 

新
規
就
農
者
へ
の
育
成
支
援

策
及
び
青
年
就
農
給
付
金
の

要
件
緩
和
に
つ
い
て

・
地
域
農
業
者
と
の
ブ
ロ
ッ
ク

単
位
の
交
流
会
に
努
め
ま
す
。

青
年
就
農
給
付
金
の
親
元
就
農

者
へ
の
要
件
緩
和
に
つ
い
て
国

や
県
に
働
き
か
け
ま
す
。

⑶ 

認
定
農
業
者
へ
の
経
営
改
善

計
画
の
支
援
等
に
つ
い
て

・
様
々
な
研
修
の
機
会
を
通
じ

て
支
援
に
つ
い
て
協
議
・
検
討

す
る
と
と
も
に
、
個
別
の
経
営

指
導
に
も
努
め
ま
す
。
更
に
新

規
就
農
者
を
早
期
に
認
定
農
業

者
に
誘
導
で
き
る
よ
う
、
支
援

に
も
努
め
ま
す
。

二
、
基
盤
整
備
の
促
進

⑴ 

リ
ニ
ア
駅
建
設
に
お
け
る
諸

問
題
に
つ
い
て

・
甲
府
市
リ
ニ
ア
活
用
策
検
討

委
員
会
に
お
い
て
、
代
替
農
地

や
水
害
対
策
な
ど
の
課
題
に
つ

い
て
行
政
と
地
域
が
協
働
で
検

三
、
有
害
鳥
獣
害
防
止
対
策

⑴ 

被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

・
侵
入
防
止
柵
に
つ
い
て
は
千

代
田
地
区
の
成
果
を
検
討
し
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

・
捕
獲
檻
に
つ
い
て
は
猟
友
会

に
貸
与
し
て
お
り
、
個
人
へ
の

補
助
は
検
討
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

・
狩
猟
免
許
取
得
及
び
銃
砲
所

持
許
可
取
得
の
新
規
取
得
者
に

係
る
費
用
助
成
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
更
に
防
鳥
ネ
ッ
ト
の

費
用
助
成
の
周
知
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

四
、
耕
作
放
棄
地
対
策

⑴ 

耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て

・
中
山
間
地
域
に
つ
い
て
は
補

助
事
業
を
活
用
す
る
と
と
も
に

事
業
の
啓
発
に
も
努
め
ま
す
。

又
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
広
報
誌
等

を
活
用
し
周
知
に
努
め
る
と
と

も
に
、
課
題
の
解
決
に
向
け
関

係
機
関
と
の
協
議
に
努
め
ま
す
。

⑵ 

解
消
後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

・
担
い
手
確
保
と
合
わ
せ
、
関

係
機
関
と
連
携
し
作
物
の
選
定

指
導
に
努
め
ま
す
。

五
、
そ
の
他

⑴ 

農
業
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

・
全
庁
的
な
公
共
施
設
再
配
置

計
画
の
策
定
段
階
に
お
い
て
、

農
業
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
を
含

め
た
庁
内
検
討
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

⑵ 

農
産
物
販
売
支
援
に
つ
い
て

・
甲
府
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度
か

ら
農
産
物
４
品
を
「
甲
府
之
証
」

と
認
定
し
、
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
販

売
支
援
と
地
域
農
業
の
魅
力
の

発
信
に
努
め
ま
す
。

平
成
28
年
度

樋口市長に建議書を渡す西名会長

農地銀行制度による遊休農地解消地

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑵ 

山
城
地
区
内
農
業
用
水
路
の
維

持
管
理
と
増
坪
堰
に
つ
い
て

・
維
持
管
理
に
お
い
て
は
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
泥
上
げ
等

を
実
施
し
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
皆
様
の
ご
協
力
を

得
る
中
、
要
望
に
お
い
て
は
関

係
部
局
と
連
携
し
て
対
応
い

た
し
ま
す
。

　
ま
た
増
坪
堰
に
つ
き
ま
し
て

は
土
地
改
良
区
及
び
水
利
組
合

と
協
議
し
山
梨
県
に
改
修
の
要

望
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑶ 

農
業
用
水
路
の
水
質
保
全
に

に
つ
い
て

・
浄
化
槽
の
清
掃
維
持
管
理
及

び
下
水
道
へ
の
未
接
続
者
へ
の

指
導
を
積
極
的
に
努
め
ま
す
。

⑷ 

農
業
基
盤
整
備
と
一
級
河
川

の
諸
問
題
に
つ
い
て

・
経
年
劣
化
対
策
に
つ
い
て
は

現
状
を
総
合
的
に
判
断
す
る
中
、

関
係
部
局
と
協
議
し
施
工
し
て

ま
い
り
ま
す
。
又
河
川
の
問
題

に
つ
き
ま
し
て
は
国
や
県
に
対

し
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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遊休農地の固定資産税課税強化について

　
甲
府
市
農
業
委
員
会
で
は
相

川
地
区
の
耕
作
放
棄
地
解
消
に

取
り
組
む
養
蜂
事
業
、『
耕
作
放

棄
地
の
お
花
畑
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
協
議
会
』
に
対
し
て
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
４
月
に
養
蜂
家
の

祖
父
の
元
に
就
農
し
た
野
村
洋

平
氏
が
主
体
と
な
り
、
玉
川
大

学
ミ
ツ
バ
チ
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
、
農
薬
メ
ー
カ
ー
の
シ
ン

ジ
ェ
ン
タ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
、
種
子

を
手
掛
け
る
雪
印
種
苗
㈱
が
協

議
会
を
設
立
し
、
甲
府
市
農
業

委
員
会
と
山
梨
県
養
蜂
協
会
が

連
携
を
図
る
産
官
学
農
の
体
制

を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
に
お
い
て
は
相

川
地
区
の
山
本
光
信
・
保
坂
敬

夫
農
業
委
員
・
保
坂
幸
延
農
地

銀
行
推
進
員
を
始
め
、
地
域
の

方
々
が
積
極
的
に
地
権
者
に
働

き
か
け
、
11
人
か
ら
１
ha
の
農

地
を
集
約
し
て
農
地
の
流
動
化

と
し
て
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
県
養
蜂
協

会
に
も
協
力
を
得
る
中
こ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
協
議
会
の
目
的
と
し
て

は
、
耕
作
放
棄
地
を
蜜
源
地
と

す
る
こ
と
で
、
近
年
ミ
ツ
バ
チ

の
減
少
が
伝
え
ら
れ
る
中
、
多

様
な
植
物
が
連
続
的
に
開
花
す

る
こ
と
に
よ
り
、
荒
廃
し
た
農

地
が
ミ
ツ
バ
チ
の
餌
資
源
と
な

り
、
ミ
ツ
バ
チ
が
増
殖
す
る
こ

と
で
、
果
樹
や
果
菜
類
に
必
要

な
送
粉
者
と
な
り
、
ミ
ツ
バ
チ

の
農
業
へ
の
貢
献
度
も
大
き
く

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
耕
作
放
棄

地
を
お
花
畑
化
す
る
こ
と
で
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
地
域
の

景
観
美
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
今
春
に
は
花
の
開
花
も
あ
り

ま
し
た
が
、
養
分
の
不
足
や
雑

草
に
覆
わ
れ
て
し
ま
っ
た
畑
も

あ
り
、
半
分
程
度
し
か
開
花
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
幾
多
の
植
物
の
開
花
を
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
、
継
続
的
に
畑
を
管
理

す
る
こ
と
で
、
豊
か
な
資
源
の

創
成
を
目
指
し
、
ミ
ツ
バ
チ
に

と
っ
て
良
い
環
境
作
り
を
進
め

る
と
共
に
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
と
併
せ
て
こ
の
取
り
組
み
が

少
し
で
も
地
域
に
役
立
つ
こ
と

を
願
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
活
動
と
取
り
組
み

養蜂作業中

畑の風景

相
川
地
区

耕
作
放
棄
地
解
消

遊休農地の固定資産税課税強化について
対象となる遊休農地

★ 農地法に基づき、農業委員会が農地所有者に対し、農地中間管理機構と協議すべきことを勧告した
農業振興地域内の遊休農地が対象となる。
★ この協議勧告が行なわれるのは、機構への貸付けの意思を表明せず、自ら耕作の再開も行なわない
など、遊休農地を放置している場合に限定される。

対象外となる遊休農地
★ 既に森林の様相を呈しているなど、農地として再生不可能であるとして、農業委員会が判断した場
合には勧告及び課税強化は行なわない。
★ 勧告を行なった後、次のいずれかに該当することとなった場合は勧告が撤回され、翌年度以降の固
定資産税の課税強化は解除される。
  ①遊休農地が解消されたことが確認された場合。
  ②農地中間管理機構との借入協議の結果、当該農地を農地中間管理機構が借り入れた場合。
  ③裁定により農地中間管理機構が農地中間管理権を取得した場合。

課税強化の手法と実施時期
★評価額は売買価格×0.55の限界収益率を乗ずるが、それを乗じない（結果的に 1.8倍）。
★平成 29年 1月1日時点で勧告が行なわれている場合（平成 29年度から実施）。



認
証
制
度
に
つ
い
て

農
林
業
ま
つ
り
に
つ
い
て

農
機
具
貸
し
出
し
に
つ
い
て
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農
家
の
皆
さ
ん
が
丹
精
こ
め

て
作
っ
た
優
れ
た
農
産
物
を
認

定
し
、
全
国
、
世
界
に
情
報
発

信
す
る
た
め
、
甲
府
ブ
ラ
ン
ド

認
定
制
度
の
農
林
産
物
部
門
の

認
定
が
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
認
定
の
基
準
は
、
甲
府
市
産

で
、
品
質
に
優
れ
、
安
全
安
心

な
農
産
物
で
あ
る
こ
と
で
、
特

に
重
要
な
の
は
、「
甲
府
ら
し

さ
」
の
５
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

特
選
（
甲
府
の
気
候
風
土
が
育

ん
だ
特
選
農
産
物
）、
巧
（
巧

み
な
技
が
育
ん
だ
特
選
農
産

物
）、
伝
承
（
甲
府
市
で
生
ま

れ
た
又
は
固
有
の
農
産
物
）、

特
産
（
市
場
評
価
が
高
い
又
は

物
語
性
を
持
っ
て
い
る
農
産

物
）、
振
興
（
地
域
振
興
の
取

り
組
み
に
よ
り
生
ま
れ
た
農
産

物
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

こ
と
で
す
。

　
認
定
品
を
紹
介
し
ま
す
。
昨

年
度
２
月
に
特
産
第
１
号
「
甲

州
地
ど
り
」、特
産
第
２
号
「
甲

州
信
玄
豚
」、特
産
第
３
号
「
ち

ぢ
み
ほ
う
れ
ん
そ
う
」
と
、
伝

承
第
１
号
「
く
い
し
き
味
噌
」

の
４
つ
を
認
定
し
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
、
シ
ー
ル

等
を
作
成
し
、
ま
た
、
甲
府
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、今
年
度
の
６
月
に
は
、

特
産
第
４
号
「
ミ
ル
フ
ィ
ー

ユ
」、
特
産
第
５
号
「
し
あ
わ

せ
コ
ー
ン
」、特
産
第
６
号
「
き

み
ひ
め
」
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

３
品
種
と
、特
選
第
１
号「
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」を
認
定
し
、

今
後
に
つ
い
て
も
、
も
も
、
ぶ

ど
う
、
野
菜
を
認
定
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

農
政
課
　
振
興
係

　
℡
　
２
９
８
―
４
８
３
３

　「
農
林
業
と
市
民
と
の
ふ
れ

あ
い
」
と
「
地
産
地
消
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
43
回
甲
府
市
農
林
業

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
旬
の
農
林
産
物
や
特
産
物
販

売
の
ほ
か
、大
根
の
収
穫
体
験
、

木
工
細
工
体
験
、
野
菜
つ
り
な

ど
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
花
ナ
デ
シ
コ

や
、
甲
府
の
食
材
を
使
っ
た
こ

う
ふ
汁
、
甘
酒
の
無
料
配
付
も

行
わ
れ
ま
す
。
無
料
配
付
に
つ

い
て
は
、
数
量
に
限
り
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
越

し
下
さ
い
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
甲
府
大

好
き
ま
つ
り
と
の
同
時
開
催

と
な
り
、
山
車
や
音
頭
な
ど

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
大
い

に
賑
わ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
10
月
29
日
（
土
）　

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
会
場
　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム
前

　
農
政
課
　
振
興
係

　
　
℡
　
２
９
８
ー
４
８
３
３

　
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
家

の
皆
さ
ん
の
経
営
の
安
定
と
農

作
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に

農
機
具
の
貸
し
出
し
を
有
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
、
多
発
す
る
農

作
業
時
の
事
故
等
に
つ
い
て
の

対
策
と
し
て
、
初
め
て
機
械
を

利
用
さ
れ
る
方
や
、
操
作
に
不

慣
れ
な
方
に
つ
い
て
は
、
本
セ

ン
タ
ー
の
圃
場
で
研
修
を
実
施

し
安
全
対
策
に
万
全
を
期
し
て

お
り
ま
す
。

　
な
お
、
利
用
は
事
前
の
予
約

が
必
要
。
毎
月
第
一
・
第
三
の

日
曜
日
は
休
館
日
に
つ
き
貸
し

出
し
不
可
。
農
機
具
の
種
類
や

申
請
の
問
い
合
わ
せ

　
農
業
セ
ン
タ
ー
　

　
　
℡
　
２
４
１
ー
５
６
１
６

★
農
機
具
を
借
り
る
方
法

　
ま
ず
は
電
話
で
予
約
↓
申
込

書
等
を
記
入（
要
印
鑑
）↓
運
搬

は
各
自
で
ト
ラ
ッ
ク
等
を
用
意

★
遵
守
事
項

１
　 

使
用
さ
れ
る
方
は
作
業
の

安
全
に
万
全
を
期
す
こ
と

２
　 

作
業
中
の
ト
ラ
ブ
ル
は
自

己
責
任

３
　 

故
障
等
の
修
理
代
は
利
用

者
が
負
担
す
る
場
合
あ
り

４
　 

機
械
の
又
貸
し
は
禁
止

５
　 

農
業
目
的
以
外
使
用
禁
止

６
　 

取
扱
は
丁
寧
に

○�

耕
作
放
棄
地
解
消
の
ハ
ン

マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア
の
利
用
に

つ
い
て

　
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
耕
作

放
棄
地
対
策
協
議
会
所
有
の
ハ

ン
マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア（
除
草
機
）

を
申
請
に
基
づ
き
貸
し
出
し
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

農
業
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

農
政
情
報
コ
ー
ナ
ー甲�

府�

市�

農�

政�

課
審査会の様子

貸出前の機械研修の様子

２８年度新規購入機械
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帯
那
地
域
の
獣
害
防
止
柵
設
置

（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

上
帯
那
町
　
農
業
委
員

飯
　
沼
　
　
博

　
帯
那
地
域
は
甲
府
駅
か
ら

北
に
車
で
15
分
程
度
（
７
〜

８
㎞
）
の
と
こ
ろ
に
あ
る
上

帯
那
と
下
帯
那
の
２
つ
の
町

で
、
北
東
か
ら
南
西
に
傾
斜
し

た
帯
状
に
細
長
く
周
囲
を
山

に
囲
ま
れ
た
標
高
560
〜
800
ｍ

の
中
山
間
地
で
あ
る
。
現
在
、

地
域
内
に
は
300
世
帯
・
560
人

が
暮
ら
し
て
い
る
が
、
高
齢

化
の
進
行
や
若
年
層
の
転
出
・

他
産
業
へ
の
就
業
に
よ
り
、
農

業
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
現
在

に
お
い
て
は
農
家
戸
数
が
100

戸
に
満
た
な
い
ま
で
に
減
少

し
て
い
る
。

　
当
地
域
の
農
地
面
積
約
89
㏊

の
内
、
遊
休
農
地
が
38
％
を
占

め
て
い
る
。
傾
斜
地
で
あ
る
た

め
不
整
形
で
狭
小
な
農
地
が
多

く
作
業
効
率
が
悪
い
、
さ
ら
に

担
い
手
不
足
や
獣
害
が
あ
り
、

年
々
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し
て

い
る
。

　
当
地
域
で
の
農
作
物
へ
の

獣
害
は
10
数
年
前
か
ら
で
あ

り
、
年
々
大
き
く
な
る
被
害
に

悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
当
初
は
イ

ノ
シ
シ
、
こ
こ
数
年
は
シ
カ
の

出
没
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
猟
友
会
に
ご
努

力
を
い
た
だ
き
捕
獲
を
進
め

る
と
と
も
に
、
農
家
は
圃
場
毎

に
防
護
ネ
ッ
ト
を
張
る
等
の

対
策
を
と
っ
て
き
た
が
、
被

害
を
食
い
止
め
る
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　
こ
の
様
な
中
、
県
事
業
の
農

地
環
境
整
備
事
業
（
帯
那
棚
田

の
里
地
区
）
に
よ
り
、
平
成
27

年
度
か
ら
31
年
度
の
５
年
計
画

で
、
帯
那
地
域
の
周
囲
を
高
さ

2.3
ｍ
総
延
長
5.5
㎞
の
獣
害
防
止

柵
を
張
り
巡
ら
す
事
業
に
よ

り
、
平
成
27
年
度
に
は
650
ｍ
が

完
成
し
た
。
今
年
度
に
は
1.3
㎞

の
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

事
業
完
了
ま
で
に
は
相
当
の

期
間
を
要
す
る
為
、
事
業
の
効

果
は
そ
れ
程
発
揮
さ
れ
て
い

な
い
が
、
事
業
が
完
了
し
防
護

柵
の
全
周
囲
が
完
成
し
た
際

に
は
、
地
域
全
体
が
イ
ノ
シ
シ

や
シ
カ
な
ど
獣
の
侵
入
を
阻

止
で
き
、
農
作
物
を
獣
害
か
ら

守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

住
民
全
て
が
獣
に
遭
遇
し
て

も
危
険
に
晒
さ
れ
る
こ
と
な

く
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環

境
を
期
待
し
て
い
る
。

山
城
地
区
の
マ
ン
ゴ
ー
栽
培

（
中
ブ
ロ
ッ
ク
）

小
曲
町
　
農
業
委
員

　
　
　
　
　
向
　
山
　
章
　
夫

　
下
今
井
町
の
佐
野
安
男
氏
の

「
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
」
を
紹
介
し

ま
す
。
栽
培
の
き
っ
か
け
は
、

平
成
24
年
２
月
の
大
雪
に
よ
り

既
存
の
梨
栽
培
の
ハ
ウ
ス
が

全
壊
と
い
う
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
の
再
建
を
期
に
以

前
か
ら
思
い
を
寄
せ
て
い
た
、

マ
ン
ゴ
ー
の
ハ
ウ
ス
栽
培
を
新

た
に
開
始
し
ま
し
た
。
具
体
的

な
鉢
植
え
栽
培
に
つ
い
て
は
、

甲
府
市
農
協
・
中
北
農
務
事
務

所
に
問
い
合
わ
せ
る
中
、
県
果

樹
試
験
場
の
農
業
革
新
支
援
部

門
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
に
お
い

て
具
体
的
な
指
導
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
初
年
度
は

樹
体
の
病
害
虫
の
対
処
方
法
を

含
め
基
礎
指
導
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
順
調
に
生
育
を
し
て
い

き
ま
し
た
。

　
今
年
の
収
穫
期
は
六
月
下
旬

よ
り
始
ま
り
七
月
八
日
に
初
出

荷
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
関

係
機
関
に
果
実
の
品
質
調
査
を

依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
果
色
・
果

重
・
糖
度
の
い
ず
れ
も
宮
崎
県

の
ブ
ラ
ン
ド
品
「
太
陽
の
た
ま

ご
」
に
劣
ら
な
い
品
質
の
高
い

果
実
が
、
甲
府
の
地
で
生
産
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
主
力
品
種

で
あ
る
ア
ー
ウ
ィ
ン
種
の
栽
培

面
積
拡
大
を
考
え
て
お
り
、
甲

府
市
の
気
候
・
風
土
等
の
長
所

や
短
所
を
模
索
し
つ
つ
、
最
も

適
し
た
栽
培
技
術
の
確
立
と
普

及
を
目
指
す
意
欲
と
情
熱
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
「
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
」

を
具
体
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
農
業

が
心
配
で
あ
り
、
農
業
に
夢
と

希
望
を
託
す
若
い
世
代
に
何
か

役
立
つ
こ
と
を
し
た
い
為
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
農
業

委
員
と
し
て
全
く
同
感
で
あ

り
、今
後
の
山
城
地
区
を
始
め
、

甲
府
市
全
体
の
新
し
い
地
域
農

作
物
と
し
て
、
普
及
と
実
践
の

見
本
と
な
る
べ
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

地
域
か
わ
ら
版

獣害防止柵

見事に実ったマンゴー

収穫されたマンゴー
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平
成
28
年
４
月
１
日
付
け
で

県
内
に
あ
る
全
て
の
農
業
共
済

組
合
が
合
併
し
山
梨
県
農
業
共

済
組
合
が
発
足
し
ま
し
た
。
甲

府
市
管
内
の
山
梨
中
央
農
業
共

済
組
合
、
峡
中
・
南
部
農
業
共

済
組
合
か
ら
各
々
推
薦
さ
れ
て

い
ま
し
た
農
業
委
員
に
つ
き
ま

し
て
は
１
名
の
推
薦
と
な
り
、

平
成
28
年
３
月
31
日
付
け
に
お

い
て
、
角
田
源
太
郎
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
農
業
委
員
を
退
任

な
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
農
地
法
第
三
十
条
に
基
づ
き

９
月
中
旬
か
ら
市
内
全
農
地
を

対
象
に
遊
休
農
地
の
調
査
を
行

い
ま
す
。
調
査
時
の
農
地
へ
の

立
ち
入
り
や
聞
き
取
り
に
つ
き

き
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
年
60
日
以
上
の
農
業
従
事
者

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

　
こ
の
３
条
件
が
必
須
で
す

　
受
給
者
名
義
へ
の
再
変
更
は

禁
止
「
名
義
は
後
継
者
で
す
」

①
農
業
所
得
の
納
税
申
告
名
義

②
経
営
所
得
安
定
対
策
申
請
名
義

③
農
業
共
済
の
共
済
関
連
名
義

④
農
業
協
同
組
合
員
名
義

⑤
土
地
改
良
区
組
合
員
名
義

　
経
営
移
譲
年
金
受
給
者
が
①

〜
⑤
の
諸
名
義
を
受
給
者
名
義

に
再
変
更
す
る
こ
と
は
支
給
停

止
に
該
当
し
ま
す
の
で
、
ご
注

意
下
さ
い
。

転
用
す
る
際
は
必
ず
農
業
委
員

会
に
ご
相
談
下
さ
い
。

無
断
転
用
は
違
法
行
為
で
す
！

　
今
年
度
は
農
作
業
中
の
重

大
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す

の
で
細
心
の
注
意
を
し
て
下

さ
い
。

◎ 

一
人
で
の
作
業
は
せ
ず
、
安

全
に
配
慮
し
た
服
装
と
ヘ
ル

メ
ッ
ト
等
を
着
用
す
る

◎
作
業
車
か
ら
の
転
落
防
止

・ 

走
行
中
、
作
業
中
の
ス
ピ
ー

ド
は
控
え
る

・ 

土
手
へ
の
乗
り
上
げ
、
脱
輪

の
注
意

◎
農
業
用
機
械
で
の
事
故
防
止

・
作
業
中
は
常
に
周
囲
を
確
認

・ 

低
い
枝
や
支
柱
近
く
の
走
行
・

作
業
を
避
け
る

◎
高
所
作
業
か
ら
の
転
落
防
止

・ 

脚
立
の
開
脚
防
止
チ
ェ
ー
ン

の
使
用

・ 

高
所
作
業
車
は
凹
凸
の
な
い

場
所
で
使
用

・ 

作
業
台
を
上
昇
さ
せ
た
ま
ま

走
行
し
な
い

★
農
作
業
中
は
小
ま
め
に
水
分

補
給
と
休
憩
を
取
り
、
熱
中
症

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

農地転用について
 田・畑・樹園地を住宅、駐車場、資材置場（一時転用含む）など農地以外の

利用を行なう場合は、許可が必要です。
・農地法第４条

  所有者自らが農地以外に使用する場合。

・農地法第５条

  農地以外の使用目的で、所有者が売買・贈与などを行なう場合。

※市街化区域内の農地については届出が必要です。

農
業
委
員
の

退
任
に
つ
い
て

農
地
の
利
用
状
況

調
査
を
行
い
ま
す

老
後
の
備
え
と
し
て
農
業
者

年
金
へ
ご
加
入
下
さ
い

経
営
移
譲
年
金

受
給
者
の
注
意
事
項

農
作
業
事
故
防
止
へ
の

取
り
組
み
啓
発

　
蜜
源
作
物
と
し
て
花
の
栽
培

と
景
観
形
成
を
目
的
と
し
た

「
耕
作
放
棄
地
の
お
花
畑
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
メ
ン
バ
ー
の
地

元
農
業
委
員
、
農
地
銀
行
推
進

員
の
方
々
で
す
。

　
看
板
後
方
は
、
耕
作
放
棄
地

に
な
っ
た
田
を
再
生
し
、
ヒ
マ

ワ
リ
の
種
を
種
苗
会
社
の
研
究

員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
播
種

し
ま
し
た
。

　
甲
府
ブ
ラ
ン
ド
に
認
証
さ
れ

た
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
３
品
種

で
、
右
側
か
ら
「
ミ
ル
フ
ィ
ー

ユ
」、「
き
み
ひ
め
」、「
し
あ
わ

せ
コ
ー
ン
」
で
す
。

　
地
域
か
わ
ら
版
の
寄
稿
を
始

め
編
集
委
員
の
皆
様
始
め
、
原

稿
や
写
真
、
さ
ら
に
取
材
に
応

じ
て
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
、
ご

協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
紙
写
真
の
紹
介

★ 

相
川
地
区
お
花
畑
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

★

★ 

甲
府
の
証（
認
定
３
種
） 

★

編

集

後

記

農
業
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

Ｔ
Ｅ
Ｌ 
０
５
５（
２
３
７
）５
８
９
２


